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【公開番号】特開2002-274134(P2002-274134A)
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【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｇ   7/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｂ  35/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｇ   7/00    　　　　
   Ｂ６０Ｂ  35/16    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月6日(2008.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　サスペンションメンバに設けたアクスルハブ取付用ブラケットの両面
に当てがう２個を一対としたスペーサであって、各スペーサの厚みが一軸方向かつ相反す
る方向に同一傾斜角をもって変化し、その２個のスペーサとブラケットに貫通させるボル
トでアクスルハブをブラケットに固定し、ブラケットとアクスルハブ間に挟まれる片方の
スペーサでアクスルハブの取付姿勢を変化させて車輪のトーもしくはキャンバ角を調整す
るようにした車のホイールアライメント調整用スペーサ。
　　【請求項２】　サスペンションメンバに設けたアクスルハブ取付用ブラケットの両面
に当てがう２個を一対としたスペーサであって、各スペーサの厚みが二軸方向かつ相反す
る方向に同一傾斜角をもって変化し、その２個のスペーサとブラケットに貫通させるボル
トでアクスルハブをブラケットに固定し、ブラケットとアクスルハブ間に挟まれる片方の
スペーサでアクスルハブの取付姿勢を変化させて車輪のトー及びキャンバ角を調整するよ
うにした車のホイールアライメント調整用スペーサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１５】
　　【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するため、この発明においては、サスペンションメンバに設けたアク
スルハブ取付用ブラケットの両面に当てがう２個を一対としたスペーサを提供する。対に
して用いる２個のスペーサは、厚みが一軸方向かつ相反する方向に同一傾斜角をもって変
化しており、その２個のスペーサとブラケットに貫通させるボルトでアクスルハブをブラ
ケットに固定し、ブラケットとアクスルハブ間に挟まれる片方のスペーサでアクスルハブ
の取付姿勢を変化させて車輪のトーもしくはキャンバ角を調整するようにしている。
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